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冬休みまで 1 ヶ月です号 

 

校庭の２箇所に新しい「遊具」が設置されます。千屋 
地区大屋敷ご出身の〇〇〇〇様のご寄付によるもので
す。〇〇様は、本校の教育活動に役立てて欲しいと美郷
町にご寄付され、それをもとに、遊具が設置されること
になりました。今月からその工事が進められています。
１２月２日（月）に遊具のお披露目式を行う予定です。 
 

１１月２２日（金）、図書委員会の子どもたちの企画・運営による「読書集会」を行いました。
この会では、日ごろから本の整理や図書室の整備をしてくださっている図書ボランティアの方々
に感謝の気持ちを伝えることができました。また、学年毎に「しゃぼんだまの会」の方々に読み
聞かせをしていただきました。学校では子どもたちがたくさんの本に親しむことができるように、
今後も読書活動を推進してまいります。 
 

  

１１月 9 日（土）、秋田大学を会場に県児童生徒理科研究発表会が行われました。本校からは、
６年生の〇〇〇〇さんが郡の代表として出場しました。 

 〇〇〇〇さん 発表題「かつお節の不思議を探ろう！」                         
 



 

給食では、１１月１３日から新米が提供されています。実は私（〇〇）は、これまでの給食のご
飯との違いに気づくことができませんでした。北給食センターの〇〇先生にうかがったところ、
給食センターでは、３週間毎に精米し、いつも鮮度のよいご飯を食べてもらえるようにしている
とのこと。なるほど、いつもおいしいご飯の陰には、こうした配慮があることを知り、有り難く
思った次第です。 

また、先週２１日（木）には、秋田県米の新品種「サキホコレ」が給食に提供されました。これ
は、秋田米新品種ブランド化戦略本部より、有償提供していただいたものです。サキホコレは、
「白さと艶が際立つ」、「粒感のあるふっくらとした食感」、「上品な香り、かむほどに広がる深い
甘みがある」等の特徴があるそうです。でも、またもや私の感想は、「いつもの給食のご飯と同じ
ようにおいしい」でした。サキホコレを食べた全校の子どもたちに聞いたところ、はっきりと違
いを感じた子どもが約半数もいました。美食家の子どもたちです。 

 

 〇〇先生（北給食センター）提供の豆知識でした。  

  

２０日（水）、6 年生が国際教養大学を訪問
し、留学生と英語での交流を楽しみました。
留学生から母国の文化や名所などについて
紹介していただき、質問したり答えたりする
ことができました。 

１９日（火）、千畑小・御田小の５年生がオ
ンラインでの学習交流を行いました。今回は
御田小の５年生が総合の学習として取り組ん
だ「白神山地の自然」などについて紹介して
もらいました。 

 

 郵便局向かいの松並木の横に新しい案内板が設置されまし
た。「松・杉並木」の観光案内板です。千畑小のシンボル「松並
木」について、案内板には次のような説明書きがありました。 

松・杉並木は、明治 30 年代に町の先覚者である坂本理一郎 
（東嶽）が、村（旧千屋村）の中心地に位置する一丈木周辺の
原野を切り開き、村の公共施設をこの地に集中配置し、主要集
落と連絡できるように当時としては広い幅員 5～6ｍの直線道
路を放射状に配する田園都市構想のもと、この道路両側に植樹
されたものです。 
 町の木「赤松」として今も大切に保存しています。 
 
 


